（様式第１号）

事業実施計画書

１　取組主体
（１）遊休農地解消取組者名：

（２）市町村名：

２　集落の概要
（１）対象地区（集落名）：○○集落

（２）地区（集落）の耕地面積：○○a

（３）対象地区内における農地の集約化に関する方針

	※「実質化された人・農地プラン」の「３」から転記可




３　対象遊休農地
（１）合計面積：○○a

（２）荒廃の程度：

	


注：荒廃の程度は、対象遊休農地の現況（雑草等の繁茂状況）を記載のこと。

（３）対象農地の詳細（地番、所有者、現況地目、面積、遊休農地区分など）

	区

分
	所在地

  
	地番


	現況

地目
	面積

(a)
	遊休農地

の区分
	所有者

氏名
	所有者

住所
	貸借の

同意

	例


	福島市大字杉妻字西田
	3-1

	田

	34.0

	１号遊休
経過４年
	福島　太郎

	福島市吾妻町東1-1
	□



	１


	
	
	
	
	
	
	
	□



	２


	
	
	
	
	
	
	
	□



	３


	
	
	
	
	
	
	
	□



	４


	
	
	
	
	
	
	
	□




注１：ほ場毎に記載のこと。（適宜、行を追加のこと。）

注２：面積は、貸借契約の面積との整合を図るため、農地台帳と照合のこと。

注３：遊休農地の区分は、判定された区分及び区分判定からの経過年数を記載のこと。

注４：各ほ場の位置図を添付するものとする。

注５：貸借の同意の□には、「貸借期間：10年以上」及び「賃料：使用貸借」に所有者が同意している場合にはチェックすること。

（４）再生後の利活用（取組者、利活用開始希望時期、作物名など）

	区

分
	取組者

氏名
	取組者住所


	利活用開始

希望時期
	作物名


	現在の主な

経営状況

	例

	農地　秋彦

	福島市中町8-2

	令和５年４月

	ブロッコリー

	水稲500a、
キュウリ25a

	１


	
	
	
	
	

	２


	
	
	
	
	

	３


	
	
	
	
	

	４


	
	
	
	
	


注：ほ場毎に記載のこと。上記（３）と整合を図ること。

４　事業費等
                                                                   （単位：円）

	区

分
	面積

(a)
	事業費

(A+B+C)
	負担区分
	備考



	
	
	
	公社(A)
	市町村(B)
	その他(C)
	

	１

	
	
	
	
	
	

	２


	
	
	
	
	
	

	３


	
	
	
	
	
	

	４


	
	
	
	
	
	

	計


	
	
	
	
	
	


注１：ほ場毎に記載のこと。上記（３）と整合を図ること。なお、複数のほ場を一体的に実施する場合は、まとめて記載して差し支えない。

注２：事業費は、１集落概ね200万円以内とし、公社(A)は遊休農地の解消に要する経費で、10a当たり4.3万円以内とする。

５　添付書類
（１）事業費内訳（添付様式１－１号）

（２）ほ場図面及び現況写真

（３）遊休農地であることがわかる書類（農地法第 30 条第１項に規定する農業委員会が実施する利用状況調査の調査表の写し等）

（４）その他必要な書類
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